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この度は特許PAT.３９８５２３８（作用保管型サイフォンユニット）にもとづく増量型「ダブルサイフォン＋エアー」オーバーフロー配管ユニットのご利用をありがとうございます。　

すでにご承知の点或いは別の資料と重なる所もあるかも知れませんが、ご利用方々のご協力の元「利用ノウハウ」を集めてみました。ご一読のあとで設置及び運転へとお進めください。
（１）長さ合わせとカット

イ）仮設置
配管をカットする前に、揃えた全ての水槽器具の種々を仮に設置し、当管パーツを並行に粘着テープなどで仮固定し各部の長さを入念に確認し、管の継合する挿入長を忘れて短くならないように墨付けした後にカットを行ってください。カット後にも接着せず、仮組を踏まえた最終確認の後に接着による組立を行なってください。

ロ）サイフォンユニット設置総丈Ｆ寸：　６４～１００ｃｍ
（６４ｃｍは機能下限、１００ｃｍは用意された材料での最長）　水槽の外で垂直に継ぐ「吸引管＃２或は吸引延長管＃３（ＶＰ１６管）」の何れかの下方をカットして合せてください。　下限を割らないでください。　上限を超える時には、ご自前にて管材をご用意ください。
ハ）降水に含む泡（空気）を抜くため、吸引管側のＶＰ１６管を「導水管＃４（ＶＰ２５管）」へ接着は無く隙間の有る刺し込みをします。「導水管＃４」下側エルボの底へ突き当たらないように　底から３～４ｃｍ浮かせて、刺し込み長７～１０ｃｍにしてください。突き当てると、吸引管＃２、３からの水の吐出しを妨げ、当サイフォンの性能を低下させます。
ニ）導水管＃４長（Ｈ寸：　付属３０ｃｍ設定）
排水管「吸引管＃２」吐出口中心から「ウールＢＯＸ」などの受水口中心へ、横に水を移動する「導水管＃４」の長さ（それぞれの口の中心の間だ距離）は、導水管組＃４の中央のＶＰ２５管材を両端の接着挿入長（各端毎約２０ｍｍ長）を忘れないようにカットします。　導水管＃４の代りに、吸引管＃２等へ排水用ホース等を継がないでください。　ホースの状態によって流量が落ちます。　Ｈ寸は「標準の３０ｃｍ」長を越えて１ｍまで、流れを確認してあります。
（２）接着
後々のメンテナンスの時の分解を容易にするため、下記のように不要なところの接着は避けてください。
接着剤の塗布には、ソケットやエルボの穴内へは塗らず、挿入する管の端の外周へ塗り、直ぐに固まるので早々に力強く回しながら挿入してください。どこまで挿入するか管へ「墨付け（目印）」をしておくと、作業性がよくなります。
イ）「サイフォン本体＃１」は既に接着完成してお届けします。 心臓部なので、気密性が最も要求されるところです。
くれぐれも落としたり、力を加えたり、しないようにご利用ください。
ロ）「格子フィルターＢ（取扱書符号B）」の掃除等での取外しメンテナンスができるように、サイフォン本体＃１のエアーねじ弁（取扱書符号K）のある「気孔管（符号C）」は、サイフォン本体（符号D）とは「接着せずピン（符号A）で止める」ようになっています。
ハ）「サイフォン本体＃１」の吐出口（符号L、ＶＰ２０管）と「吸引管＃２」の「異径ソケット２０-１６ 」との挿入継合は、メンテナンスの時に分解ができるように接着剤無しで、運転中に外れないように力強く回して挿入設置ください。
ニ）「サイフォン本体＃１」と「吸引管＃２」と「吸引延長管＃３」間の継合では、運転中の管内は真空（負圧）で水は漏れないので、接着剤が不要です。　運転中に外れないように力強く回して挿入設置ください。
ホ）「導水管＃４」両端のエルボ（直角）は、水漏れしないように必ず付属の接着剤＃８をつけて挿入し、取扱書「写真」の下方に横寝に写る「Ｚ字形状」に設置ください。
ヘ）「給水管組＃５」と「ホース組＃６異径ソケット」間の挿入継合は、揚水ポンプからの水圧が掛かるので、水漏れを防ぐため必ず接着剤＃８を付けてください。
ト）「給水管＃５」の水槽内に位置する「放水口」になるエルボは、あとでレイアウト変更する時の放水方向を自在に変更できるように、接着剤継合を行いません。　外れないように力強く回して挿入設置ください。
（３）導水管＃４の設置

イ）固定しない方がよい
・「導水管＃４」は、「濾過槽」或は「ウールＢＯＸ」の「受水口」の蓋へ穴φ４５ミリを明け、そこへ「導水管＃４」の出水側エルボ（下向き側）を刺し入れ、「導水管＃４」は固定せず蓋へ載せるだけとします。　或は簡単に、蓋に代わる橋渡しの板へ同様にφ４５ミリのエルボ刺込穴を明けて載せるのも良いでしょう。
　・固定しない方がよいのですが、載せる蓋が無い場合には、水槽台天板の下へ着けたフックへＶ字状に張ったステン針金（或は細いステンチェン等）で、「導水管＃４」の入口端付近へホースバンドのようなフックを取付けて吊った方（かた）も見掛けました。

「吸引管＃２或は吸引延長管＃３（ＶＰ１６）」管を刺した「導水管＃４（ＶＰ２５）」の間は、隙間ガタのある刺し込みで接着挿入ではないので、「導水管＃４」は上下に動かせます。固定せずウールＢＯＸ蓋へ載せるだけの方が、ウールＢＯＸや濾過槽のメンテナンスの時に取外しが楽です。
ロ）溢れ出し
１ｍを越してＨ寸を長くしたり、Ｚ字形状「導水管＃４」下向き出口側のエルボ端へ余った管を継いで下方へ延長すると流れる抵抗を増し、「導水管＃４」入口の隙間から流量によっては水が溢（あふ）れ出る場合があります。
エルボ下端出水口へ「ウール材」を近付け過ぎると、水吐けが悪くなり上と同様な溢れが生じます。また、ウールＢＯＸの蓋に空気抜けが無く機密過ぎる場合も、同じ溢れが生じます。

導水管＃４は、「流れ上り勾配」で設置すると、同じような溢れが生じます。水平か下がり勾配に置いてください。
（４）騒音対策

せっかく静かな当サイフォンを採用しても、「導水管＃４」から出た降水をウールBOXや濾過槽内で「滝状」に高く落して騒音を立てれば、元も功もありません。落とす水の周囲を「太い筒」で覆うか、「傾斜板」等の上で水を滑らせて騒音を抑えてください。　当品では、エアー弁から入った大気で管中のエアレーションを行っています。
（５）外部フィルター

ポンプからのホースへ直列に接続した密閉型「外部フィルター」を経由して濾過槽から水槽へ給水すると、フィルター内部の汚れに気付かず流れの抵抗が増え揚水（給水）量が徐々に減った状態で永く使うと、サイフォンの「急速流」が止まりサイフォン管内は低速流になり流れが悪くなり、汚れが溜まり「水槽水面が上がる」見掛けでサイフォンが故障したと勘違いをされたケースを見かけました。
当品を使うには、濾過槽から「外部フィルター」経由の水槽への給水は行わないでください。　　ポンプの吸込口フィルターの汚れも同様の現象が出ます。　給水量が落ちると、サイフォンの吸込口で騒音が出はじめます。
（６）給水管＃５の水槽内に位置する小穴

停電などでポンプが止まるとき給水管の逆流で小魚をポンプへ吸込むのを防ぐため、故障リスクがある「メカ的逆止弁」の代わりをする「大気の取入口」で、安定したリカバリーを発揮してくれます。テープで塞がないでください。

流量により放水口から泡が出ましたら水槽フタの汚れへ影響するので、テープで塞ぎ運転中の水面高へ合わせた同穴を明け直してください。フタへの汚れをお気になさらなければ、既存の状態でも他に問題はありません。
（７）給水ホース組＃６
いろいろのホースを試みましたが、「植物性光合成」による藻がホース内壁で繁殖し、キラキラ光る剥れたゴミが水槽内へ吐き出されることがありました。エアコンなどのドレンの排水に使っている光を通さない「耐候ドレンホース」へ、ホース類をテストした末に行き着きました。どちらの揚水ポンプでも、ポンプ圧でパンクして水漏れすることはありませんが、永年劣化や、極度に曲げたり、カッターなどの刃物に弱いので、ご注意をお願いします。

（８）水中ポンプへの蛇口ジョイント＃７の組込み
　ホース組＃６の「ワンタッチジョイント」は取り外しが簡単で、濾過槽のメンテナンスの時の分解に役立ちます。「蛇口ジョイント＃７」内ゴムパッキンを「ポンプの吐出管」へ、体重を掛ける様に押し当てた状態でビスを軽く締めてください。　工場出荷時には、ポンプ吐出管外径Φ１９へビス位置を仮に合わせた状態にあります。
（９）呼水の充填

イ）充填方法
（例１）「サイフォン本体＃１」を大きい水槽内などの水中で宙返りさせ、管内の空気を泡出しして抜き、管内へ水を満たした後に垂直姿勢に保ち、「吸引管＃２」と「吸引延長管＃３」を組付けたあと、「導水管＃４」へ刺しながら水槽淵へ架ける、最初の呼水充填の方法があります。ボールやタオルなどで、水たれを受けながら移動してください。

（例２）水槽へ設置した状態で「サイフォン本体＃１」の止めピンを抜き、エアーねじ弁のある「気孔管＃Ｃ」を外し、「フィルター受＃９」内底の吸込口へ水道から或は揚水ポンプからのホースで勢いのある注水を行ない、サイフォン本体の吐出口（L）から「吸引管＃２、３」と「導水管＃４」経由で、ウールＢＯＸへ水が勢いよく流れ出るのを見届け、フィルターと気孔管＃Ｃと止めピンを組戻す、呼水充填の方法もあります。
ロ）水漏れ

「吸引管＃２」へボールコック等を取付け、「呼水充填」後や、運転を止めた直後で「コック」を閉めると、「フィルター受け＃９」内に溜まっていた水の重圧で、気孔管＃Ｃの「止めピン」穴や、「サイフォン本体吐出口（Ｌ）」と「吸引管＃２異径ソケット」での接着を行なわない挿入部から少し水が漏れ出します。「コックを開けている」運転中や停電中や停止中の管内はゼロ圧か負圧であり、底穴式と異なり水漏れはありません。　現在、付属を止めているコックを、設置することはお奨めしていません。
（１０）水面高（流量バランス）調節
イ）エアーネジ弁調整
時計回りと同じく右へ回し閉めるとフィルター受け＃９内水面は下がり、左へ回し緩めると水面は上がります。初め工場出荷状態の弁を閉めたところから調節を始めます。正しい初起動時、フィルター受け＃９内吸込口からボコボコと空気を巻込む音が出ます。「ネジ弁」を少し（１／６回転くらい）づつ左回しし緩めてください。都度１０秒くらい待ってください。ねじ弁内の空洞（切り欠き）が見え始めたところから約５回転内で緩め、音が消えます。　自前にて吸引管＃２へ取付けたボールコックでの調節は、水止弁部へゴミ塞りし水槽が溢れますので、奨められません。
ケースa）「ネジ弁」を閉めポンプ給水の開始後、フィルター受け＃９内の水面高も上がらず、空気を巻き込む「ボコボコ騒音」も聞こえない。（濾過槽へチョロチョロ流れはするが、吸込ボコボコ音を発する急激な流が始まらない。）

→　「ポンプが、極度に小さく」給水不足です。ポンプを大きくしてください。
ケースb） 「ねじ弁」を閉めても、水槽水面が「フィルター受け＃９」淵より高く上昇し或は水槽から水があふれる。
→　「呼水充填不完全」で、急速流が起きない。或いは急速流があっても「ポンプ能力が大き過で」流しきれない。
多くの餌さやり飼育で永く使用した後の再起動時にこの様になった場合には、汚れなどでサイフォン管内の流れが悪くなっていることも考えられますので、水道ホース圧等でサイフォン内の汚れを押し出してください。
ケースc）エアーねじ弁内の空洞（切り欠き）が見え始めたところから５回転緩めても、「フィルター受け」内の空気を巻き込む「ボコボコ騒音」が消えないか、繰り返して騒音が出る。
→　一回り大きいポンプへ替えてください。ポンプ給水能力が、最低「毎分８リットル」以上必要です。
ロ）安定後のポコポコ音対処
　永く運転した後にフィルター受け＃９内から「空気を巻込むポコポコ吸込音」が出始めると、エアーねじ弁空洞の切り欠き部（空気の入口）へ綿ちりゴミが溜っている場合があります。　歯ブラシなどで除いてください。
揚水ポンプの吸込口フィルターの汚れで、給水が低下しても同じ様な状態になります。
ハ）フィルターキットAqua-ut-005　　（フィルター受け＃９）
フィルター受け＃９内水面が水槽水面から凹になった状態が、「給排水バランス」の理想的な調節です。

受け＃９の淵が水門（堰）となり、水槽水面はその高さで固定されます。格子フィルターのゴミ溜まりで、水槽水面が昇りますので、定期的にフィルター掃除を行ないください。（ 「 （１４）残り餌さ対応」項 も、ご参照ください。 ）

＜最新ノウハウ＞
偶然にも水槽水面がフィルター格子の横線の高さに来ると、餌などで生じた浮遊油の濾過槽への流れこみを止めてしまい、水面に汚れなどが溜り結果的に水質悪化に繋がります。そこで、水面高約±２０ミリ範囲のフィルター格子横線を「縦長な千鳥積レンガ模様」に一桝おきにカットし段違いで、油の流れ道をつくることができます。
ニ）ボールコック

ご自前で設置した場合には、レバーを２０度以上閉めて継続運転しないでください。どうしても「エアーねじ弁」で流れバランスが取り切れず「ボコボコ騒音」を消し切れない場合には、揚水ポンプを一回り大きくしてください。
（１１）実装ポンプの揚水量
『　　ポンプ電源をＯＦＦ　→水槽のガラス側面へ上と下に任意の高低「ライン（目印、テープなど）」を付け →水替え用の手動ポンプで「下ライン（目印）」まで水槽水を濾過槽へ降ろし → ポンプ電源をＯＮして「上ライン（目印）」まで何秒（s）で満たすか３度ほど測って平均秒数を出し →　計算、　揚水量（毎分リットル）　＝　容量（水槽幅ｃｍ×奥行ｃｍ×目印間高低差ｃｍ÷１０００）リットル÷計測平均秒数（s）×６０秒　　』　で、測れます。
（１２）水の蒸発抑え
冬の海水濃度などの急上昇を防ぎます。　いずれの濾過方式を採っても同じで、乾燥する冬には特に水の蒸発が激しく、水槽と濾過槽内の温かい水の過激な蒸発を防ぐため、蓋（フタ）が要ります。　その理由から余分な隙間を取りたくはありませんが、水槽フタへサイフォンで２箇所、給水管で１箇所の管が通る　切り欠き　が必要です。
（例.１）架けた「外径Φ３５ｍｍエルボ管」を避けた「長方形のガラス」蓋を用い、ダイショップなどで売られている透明な塩ビやアクリル板で空いた部分を覆う方法があります。
（例.２）全体を大きいカッターやハサミでカットが容易な、ダイショップなどで売られているガラスに比べて断熱効果もあり軽く扱い易い「透明ポリカダンボール」を、ＵＲＬ「tatehoko.jp」の「ギャラリー」頁の下方や「無償ダウンロ－ド」頁下方の資料「魚のいるへや」の「写真」を参考に加工する方法もあります。　　配管の整頓にもなり、水槽の上が明るく軽快で照明の明かりも通り、全体として大変見栄えも良くなります。（ 推奨 ）
（１３）水量管理
いずれの濾過方式を採っても同じで、飼育する魚の「生命維持装置」でもある水槽機器を適切に働かすには、「水の適量管理」は必須な事項です。　ＵＲＬ「tatehoko.jp」中の「ギャラリー」頁の写真を参考に、水槽へは安定域高、濾過槽へは上限と下限の水面高さ位置へ、粘着テープ等で「「目印を付け」た識別を使った水量の目標管理をお奨めします。
イ）水槽
　水槽水面高さのガラス側面へ目印を付けておき、水面高さの異常に気付くようにするとよいでしょう。

ロ）濾過槽の容積

オプションの「フィルター受け＃９」を使わないときには、運転後に停電などでポンプを止めると、空気を巻き込むボコボコ騒音が出る高さから２～３センチ水槽水面を持ち上げていた運転水量（水槽幅×奥行き×３ｃｍ÷１０００）リットルが降りて濾過槽が溢れるリスクがあり、濾過槽の余裕容積（リットル）を確保していただいていました。

従来の「水槽底穴式オーバーフロー」でも同じで、初期の試運転中に停電と同じく電源を切って５分間の放置を３度行ない、水が溢れない濾過槽の余裕容積を確かめてから「濾過槽の運転中の水面高さの上限と下限」へ目印を付けて運用してください。中の水量が見えない「不透明な濾過槽」へは「浮き子」を付けて、その浮き子の上下「 目印 」の上がり下がりを目安にするとよいでしょう。　　（特別注文で日数が掛かりますが、提供できます。）
「フィルター受け＃９」装着時では、停止時の降水量が従来「水槽底穴式オーバーフロー」と同じに出来ます。
例：１２０×４５×４５ｃｍ水槽とRio+2100／揚程９０ｃｍ時で停電時の降水量は約５．５リットルです。
ハ）水中ポンプの空転防止
サイフォンの「初起動」「再起動」のときにフィルター受け＃９内、或は水槽の水面高さが上がる分で濾過槽の水面高さが下がり、ポンプが空回りしないだけの「濾過槽の下限水量」を、３度びポンプ電源のＯＮとＯＦＦを繰返した上で余裕を含め設定し、濾過槽へ「下限目印」を付けて運転してください。水槽底穴オーバーフローも同じです。
ニ）水の自動補給

あまりお奨めできる方法ではありませんが、どうしても濾過槽へ「 電動の自動水補給器」の設置を行なう場合、サイフォン「起動」「再起動」のときに濾過槽の水面高さが一時的に下がるので、その間、水面が上がる「 水槽 」へ豆スイッチ様なものを付け自動水補給機の電源を控え、自動補給時には蒸発及びスキマー排泄で減った分量を徐々に補う穏やかに抑制的な給水で、自動補給で濾過槽の運転中の水面高さを過剰に上げないようにして、スキマー等の排泄が溢れたりするのを防ぐと良いでしょう。

上述は、例えに原発の炉心溶融時の水素爆発を防ぐブローの設置と同じお銭の掛かる「対策の上塗」りで、複雑になる一方で電装部品には寿命もありお薦めができません。昔から最も簡単な、濾過槽容積に見合う大きさのペットボトルを逆さに置いた「鳥の水やり」方式を採られることを、お奨めします。そのペットボトルの大きさ以上の水を過剰に補給することもありません。ペットボトル方式は、コストも安い上に、最も安定しています。推奨
（１４）過剰餌さの対応
イ）魚「ディスカス」等の牛肉ミンチなどの過激な餌さやりの残りでは、フィルターへ付着し、サイフォンへの水の流れ込みを阻害し、水槽の水面高さを昇げます。
ホームページ「 tatehoko.jp 」の「ギャラリー」ページ下方の写真例のように中型くらいの「籠状の魚すくい網」でサイフォンを下から覆い、外すときに反転し、その網へ「へばり着いた残り餌さ」を一括に収集し、別の場所へ移動して洗い流す方法も採れます。　　
　「水槽底穴明式オーバーフロー」で見かけた立筒トップのフィルターを外してウールBOXへ残り浮遊餌のすべてを流し落とす方法は、ウールＢＯＸの掃除も頻繁でありお奨めできません。　「過激な餌やり」には、いずれにしましても同じで、餌やりのひと工夫が必要です。　どの様な濾過方法でも、水槽底のゴミは、水替えポンプで吸取る以外ほかの方法はありません。
ロ）上のような極めて多くの餌さをあげる飼育では、何度か日を置いて「水道と其のホース圧」でサイフォン管内の溜まった汚れを押流して餌での影響を、始動段階で確認して置いてください。
ポンプを止めて再起動するとき、いつもの再起動より水槽水面が上がるときには、放置すると停電後に水槽が溢れ、濾過槽の水が枯れてポンプが焼損する場合もあります。　始動テストの間で見た、汚れの状況に基づきサイフォン管内の「押流し掃除」の頻度（日数）を決めて運用してください。
（１５）海水管理測定と機器
　海水飼育する場合、海水濃度、ＰＨ、温度の管理とクーラーやプロテインスキマーや殺菌灯などの機器類と、濾過剤などの取扱は魚種に合わせた生体販売店さまの指導を受けてください。
（１６）塩害等の付着
イ）海水飼育で、他の方式より塩の付着が少なくても、塩の結晶（ダレ）は厳密でゼロにはできません。温水タオル等で、機器を傷めないように、定期的に掃除を行ってください。

ロ）「海水や塩の粉が被らない」配電専用箱内などでコンセントやスイッチを設けてください。　火災へ繋がる重要な課題です。淡水でも濡（ぬ）れる箇所は避けてください。
ハ）エアーネジ弁の切り欠き穴が塩結晶で塞った場合、水面が下がりネジ弁を緩めてもサイフォン吸込口の「空気を巻込むボコボコ騒音」が消えない場合、濡れた歯ブラシなどで拭い去ってください。
水槽水面は、下がっても、溢れ出る危険に昇る方向には変化しません。安心してご利用ください。
（１７）海水貝や泥溜への対処
　いまのところ報告も無く稀な想定問題ですが、経年の結果、海から直接持ってきた海水を使ったり購入した海草やサンゴに付着した○○壺貝（名不詳）や牡蠣（かき）などが、飼育環境によって管内で育つ場合が考えられ、サイフォン降水能力の低下を来たし水槽水面が数ヶ月を掛けて徐々に上がる場合も想定されます。

　そうなった場合、吸引管＃２や吸引延長管＃３は直線なので分解時に管内は見えるので、細い外径８ミリくらいのステンや真鋳の金属パイプをダイショップさん等で購入し、それで突いて壊し取ってください。曲折の多い「サイフォン本体＃１」や「導水管＃４」は外径１２ミリくらいのステンレスナットを３個ほど管内へ入れ、振った衝撃で貝類を壊し取ってください。壊れカスは水道ホースなどの水圧流で押し出してください。

（１８）コンプライアンスのお願い
この書に書かれていない構造及び製品加工上のノウハウも多々あります。本品は見かけ極めてシンプルですが、無断で模倣利用すると危険と個数以上の責任を生じます。　　ご周知をお願いします。
製品ご利用に際しご不明な点や何かありましたら、いつでもご遠慮なくお問い合わせください。　

（　ご連絡されるとき、お名前と「取扱書記載の製造番号」をご申出ください。

連絡先メールアドレス：　k2tsuruoka@d1.dion.ne.jp 　、電話ではご遠慮ねがいます。）

ご閲覧及びご利用をありがとうございました。
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